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ドイツ語心理動詞の用法分析 ― interessieren を例に ―
Gebrauchsanalysen von deutschen Psycho-Verben ― anhand von interessieren ―
 清野智昭
 SEINO Tomoaki
要旨　Das Psycho-Verb interessieren taucht in drei unterschiedlichen Konstruktionen 
auf, nämlich in der transitiven Konstruktion （TK: Das Buch interessiert mich）, in der re-
ﬂ exiven Konstruktion （RK: Ich interessiere mich für das Buch） und in der passivischen 
Konstruktion （PK: Ich bin an dem Buch interessiert）. In diesem Aufsatz wird durch In-
formantenbefragung und Korpusanalysen aufzuzeigen versucht, welche Unterschiede in 
Semantik und Gebrauch zwischen diesen drei Konstruktionen liegen. Als Ergebnis wird 
festgestellt, dass zwischen Strukturen und ihrer Semantik gewisse Ikonizität vorliegt; 
TK charakterisiert die Eigenschaft des Subjekts, KT drückt intentionales Interessezei-
gen des EXP aus und ZK stellt den psychologischen Zustand des EXP in den Vordergr-
und.
Außerdem wird diskutiert, was die Informantenbefragung und Korpusanalyse jeweils 
leisten.
１．問題提起
　ドイツ語には、他の多くのヨーロッパ言語に見られるように、ärgern, interessieren, 
wundern など、事象を主語にし、目的語の人間の心理状態を変化させる他動詞群が存在
する。これらの動詞は、心理状態の担い手である人間を主語とすると、再帰構文あるいは
受動構文を取ることになる。その事象を ST （＝ Stimulus；外的刺激）、人間を EXP （＝
Experiencer；経験主）と呼ぶことにすると、他動詞構文、再帰構文、受動構文は、それ
ぞれ次の構造を持つ。
他動詞構文：STNOM-EXPAKK
　　　　　　Das Buch interessiert mich.
再 帰 構 文：EXPNOM-REFL（sich）-PRÄP-STOBL
　　　　　　Ich interessiere mich für das Buch.
受 動 構 文：EXPNOM-PASS（sein/werden ＋ PP）-PRÄP-STOBL
　　　　　　Ich bin an dem Buch interessiert.
　これらはいずれも「私はその本に興味を持っている」という事実を表し、少なくとも事
象のレベルでは同じ真理値を持つ。また、辞書記述等でも意味の差はないとされることが
多い。
　本稿では、心理動詞のうち、特にこの interessieren を例にとり、各構文の用法に意味
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の相違があるのか、あるならばそれはどのようなものであるかを、母語話者への聞き取り
調査と、コーパスに基づく用例分析の２つの手法を用いて明らかにしていくことを目的と
する。これは同時に、母語話者の直観とコーパス分析が持つそれぞれの利点を明らかにす
ることにもなる。
２．母語話者への聞き取り調査
　ある事態を言語化する場合、話者がその事態をどう把握するかによって、異なる構文が
選択される。逆にいえば、同一事態を表現するのに複数の構文が存在するならば、話者は
異なる事態把握をしていることになる。これは、認知言語学では中心的なテーゼであり、
これに基づいて、特に英語の能動文、再帰文、受動文の分析がさかんになされている。し
かしながら、ドイツ語の構文、とくに、心理動詞の構文については、その用法を明示的に
解明した研究はないようである。ここでは、まず、母語話者がこれらの構文の使い分けに
対してどのような直観を持っているかを明らかにする。
　調査方法として、千葉大学に１年間の短期留学をしているドイツ人留学生男女１名ずつ
に、interessieren をどのような場合に他動詞構文、再帰構文、受動構文を使用するかを
内省してもらった。彼らには、コーパス等で用例を検索すること、辞書等を参照すること
は禁じたが、二人で相談することは許可した。調査は、まず、私が特定の例文を挙げ、そ
れが持つ意味、使われる場面に違いがあるかを尋ねるということから始め、なるべく二人
の意見が一致し、お互いに納得するまで話してもらった。その上で、その意見をまとめて
記録してもらった。二人で意見が異なる場合は、それぞれの意見を付記してもらうことに
した。話が一段落した場合、また、二人の話し合いを聞いて私が疑問を持った場合は、新
たな事例を提示し、それについての見解をまとめてもらうという方法を取った。調査の日
時は 2009 年３月 20 日の午後２時から４時の２時間である。
　以下、内省の結果を斜体で記す。ドイツ語で書かれた見解は彼らのもので、その日本語
訳は私が付けた。文中に登場するＮは女子学生（バーデン・ヴュルテンベルク州出身、現
在デュッセルドルフ大学生）、Ｃは男子学生（ザクセン州出身、現在ライプツィヒ大学生）
である。
Das Buch interessiert mich.
　　－＞ vollendete Aussage. 完結した言説。
Ich interessiere mich für das Buch.
　　 －＞Ergänzung wird erwartet, Betonung auf einen selbst, Autorität auf sich selbst 
setzen. 補足（情報）が期待される。自分自身（主語である「私」）が強調。自分に対
して権威を持たせる。
Ich bin an dem Buch interessiert.
　　 －＞...Konnotation, Ergänzung wird erwartet. コノテーション、補足（情報）が期待
される。
　まず始めに、ST が das Buch 「その本」であり、EXP が ich/mich 「私」であるケースで、
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３つの構文の意味の違いがあるかを尋ねた。他動詞構文で Das Buch interessiert mich. と
言う場合は、それ以上の説明は必要なく、そこで言いたいことが終了する感じがすると言
う。それに対して、再帰構文の Ich interessiere mich für das Buch. は、「だから…」とさ
らに補足的な情報を話し手が述べることを聞き手は期待するという。また、再帰構文では
主語の権威が強調され、「他の誰でもない自分が興味を持っている」ことが表される。こ
の感覚は、統語的に EXP を主語にしていることに起因すると推測されるが、受動構文で
は主語が権威づけられているとは感じられないようである。補足情報が期待されるのは再
帰構文と受動構文に共通している。このことにより、話し手が EXP を主語にするのは、
それについての言説をこれから行おうとしているからであり、さらに再帰構文では主語が
他の要因ではなく主体的な判断として興味を持つことが表明されると母語話者は捉えてい
ると言える。
　これまでは、ST は das Buch 「本」であったが、人間の場合はどうなるのであろうか。
それを確かめるために、次は der Student 「その学生」を ST とした事例を判断してもらっ
た。
Der Student interessiert mich.
　　 ＞Die Leistungen des Studenten sind interessant, man möchte sich näher mit 
diesem befassen. その学生の業績は興味深い、この学生ともっと関わりたいと思う。
Ich interessiere mich für den Studenten.
　　 －＞eher allgemein, in diesem Fall ist der Student als Ganzheit, als Mensch wich-
tig. どちらかというと一般的。このケースではこの学生は全体として、人間として興
味深い。
Ich bin an diesem Studenten interessiert.
　　 － ＞Eher die Aussage eines zukünftigen Arbeitgebers, eine Spur entschlossener 
als „Ich interessiere mich für den Studenten“. どちらかというと将来の雇用者として
の発言。„Ich interessiere mich für den Studenten“. と言うよりもほんの少し確信的。
Zudem wird „ich bin an diesem Studenten interessiert“ eher mit Demonstrativartikel 
verwendet, da sonst der Student an für sich angesprochen wird. Bei „ich interessiere 
mich für den Studenten“ kann zwar ein Demonstrativartikel verwendet werden, aber 
nicht so dringend wie bei „interessiert sein“ さらに、„ich bin an diesem Studenten in-
teressiert“ と指示代名詞が使用される、というのも、そうでなければ学生そのものが話題
にされることになる。„ich interessiere mich für den Studenten“ の場合は、指示代名詞を
使用することはできるが、„interessiert sein“ の場合ほど必要とはされない。
　ST が人間の場合は、物の場合に比べて、再帰構文の持つ「主語の権威」というのは前
面にでないようである。その代わりに、EXP の把握のされ方が異なるのが興味深い。す
なわち、他動詞構文で der Student が主語となる場合は、その学生の全人間性が問題とな
るわけでなく、その学業成績が話し手にとって興味を起こさせる対象となる。それに対し
て、再帰構文では、その学生は人間として全体的に話し手の興味の対象となるということ
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である。さらに、受動構文では、たとえば、就職の面接を終えた会社の幹部が、雇用して
も良いと考える学生のことを指して、自分はその学生に興味がある、と言っているような
印象を受けるという。それにより、再帰構文より「確信的」という評価が出た。これと関
連して、受動構文では、指示代名詞 dieser が使用されるという。「その学生に興味がある」
と、指示対象を明示する必要があるのだ。面接の後の協議の場で、特定の学生の履歴書な
どを目の前において、発言されるということであろう。単なる定冠詞だと、一般論として、
学生というものに興味を持っていることになってしまうという。これが、再帰構文を使う
と、たとえ、場面指示的な場面でも必ずしも指示代名詞を使用しないでいいのとは対照的
である。再帰構文は、統語上、「主語である EXP が自分自身（sich）に興味を起こさせる」
という構造になっている。もちろん、これが主語の動作主性を意味するものではないこと
は常に指摘されることである。一方、構文のイコニシティから言えば、いくら弱化してい
るとはいえ、再帰構文になんらかの動作主性、少なくとも、主語の意志性が認められても
おかしくはない。そこで、今度は ST を Kultur 「文化」にして、再帰構文と受動構文がそ
れぞれ versuchen, zu... 「... することを試みる」と共起するかを尋ねた。
„Ich habe versucht mich für die Kultur zu interessieren“ eher als „ich habe versucht an 
der Kultur interessiert zu sein“; „Ich habe versucht mich für die Kultur zu interes-
sieren“ の方が „ich habe versucht an der Kultur interessiert zu sein“. よりもよく使われ
る。
C: bei letzterem ist der Kontakt zur Kultur näher, als bei ersterem. C: 後者の方が文化と
のコンタクトが近い。
N: Letzteres wird weniger verwendet, da „interessiert sein“ zu endgültig ist, und man 
versucht hier ja erst einmal wenigstens Interesse aufzubauen. 後者はあまり使われない。
なぜなら、„interessiert sein“ は決定的すぎる。ここでは、興味を抱くことをとりあえず
試みているにすぎない。
　受動構文が versuchen と共起しないとまでは言い切れないものの、やはり再帰構文に
比べると違和感を抱かせるようである。Ｃは、受動構文の方が対象の文化とのコンタクト
が近いと表現し、Ｎは、受動構文が versuchen と使用されにくいのは、zu endgültig 「決
定的すぎる、最終的すぎる」と述べている。形式上、sein 受動である interessiert sein は、
やはり「興味を持っている状態になる」ことを表すわけである。これから興味を持とうと
する行為との整合性がないのは当然であろう。
　ここまでで、おぼろげながらも、母語話者の直観では、再帰構文に主語の意志性を感じ
取り、受動構文では心理的変化が起こった後の状態性を感じ取るようだということが言え
る。
　次に視点を変えて、Wieso möchten Sie nach Japan fahren? 「どうしてあなたは日本に
行きたいのですか？」という問いに対して、「日本の文化に興味があるからだ」と答える
ときにどの構文を使うかを答えてもらった。
Antwort auf die Frage: „Wieso möchten Sie nach Japan fahren?“
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　　　Weil mich （die） Japanische Kultur interessiert.
　　　－＞ allgemein, am Ungenauesten? 一般的、最も不明確？
　　　Weil ich an （der） Japanischen Kultur interessiert bin.
　　　 －＞klingt interessierter? ⇔ distanzierter? 興味を持っているように響く？⇔距離
を取っているように響く。
　　　Weil ich mich für （die） Japanische Kultur interessiere.
　　　 －＞am besten als Antwort? Am interessiertesten? 答えとして最もふさわしい？
最も興味を持っている？
　Uneinigkeit　不統一。
　興味深いことに、この場合、母語話者二人の意見は全く一致せず、本人達も考えている
うちにどの答えがふさわしいか分からなくなるようであった。とくに、受動構文に関して
は、Ｃは興味を持っているように聞こえるとの意見に対して、Ｎは距離を取っているよう
に響くと述べた。これまで確認したことと矛盾するようであるが、受動構文が状態性を強
く出すことは二人とも認識しているが、「なぜ日本に行きたいか」という質問に、自分の
心理を状態として提示するのに N は違和感を覚えるようである。最終的に二人の意見は
一致しなかったものの、再帰構文が答えとしては最も良いという感触であった。しかし、
確証は得られていない。母語話者の直観に頼る研究の持つ一面が露呈された場面である。
　興味があることを理由として述べる場合に確証が得られなかったので、次に、「その催
しものに興味がある人は、すぐに申し込んでください」という事柄を表現するのにどの構
文が最も適しているかを尋ねた。
　Wer sich für die Veranstaltung interessiert, soll sich möglichst schnell anmelden.
　　　 －＞beste Möglichkeit, am häufigsten, ist flüssiger als die anderen beiden 
Möglichkeiten. 最も良い可能性、最もよく使われ、他の二つの可能性よりもなめら
かである。
　Wer an der Veranstaltung interessiert ist, soll sich möglichst schnell anmelden.
　Wen die Veranstaltung interessiert, der soll sich möglichst schnell anmelden.
　　　 alle Möglichkeiten in Ordnung, aber die erste wird vorwiegend verwendet. すべ
ての可能性に問題は無いが、最初のものがとりわけよく使用される。
　不定関係代名詞 wer が導く副文の中では圧倒的に再帰構文が使用される。実は、この
事実は、後に述べるコーパスの分析においてすでに筆者が発見していたことである。もち
ろん、この段階で二人にはその事実は伏せておいた。母語話者の直観と実際の用例の頻度
が見事に一致している。おそらく再帰構文が表す主語の意志性と wer が導く副文との表
現意図が合致するためだと思われる。
　不定関係代名詞に導かれる副文では再帰構文が圧倒的に用いられることが確認できた
が、定関係代名詞に導かれる文においてはどの構文が好まれるのであろうか。次に、「興
味が持てるテーマを私は探している」と「私は興味を持っている本を読んでいる」という
事柄をどの構文で表すかを尋ねてこれを確認しようと試みた。
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　Ich suche nach einem Thema, das mich interessiert.
　　　 －＞beste und meist verwendete Variante, am einfachsten und ﬂ üssigsten. 最も
良く、最も使われるヴァリアントであり、最も簡単でなめらかである。
　　　Ich suche nach einem Thema, für das ich mich interessiere.
　　　Ich suche nach einem Thema, an dem ich interessiert bin.
　Ich lese gerade ein Buch,...
　　...das mich sehr interessiert.
　　　　 －＞„Gegenwartskonnotation“, ich lese es gerade und es interessiert mich. 「現
在コノテーション」、私はそれを読んでいて、それは私に興味を起こさせる。
　　...für das ich mich sehr interessiere.
　　...an dem ich sehr interessiert bin.
　　　　 beide eher „zukunftsweisend“: ich interessiere mich dafür, deswegen möchte 
ich es einmal lesen. Daher werden diese Konstruktionen in diesem Zusammen-
hang eher nicht verwendet. 両方とも、どちらかというと「未来指示」。私は、
それに興味を持っているので、私はそれを一度読んでみた。そのため、この構造
はこの脈絡ではあまり使われない。
　ここに来て、これまで全く考慮されていなかった時間的性質が問題になっている。彼ら
が言う「現在コノテーション」と「未来指示」は、interessieren が使われる副文のこと
ではなく、この文全体の持つ時間的性質である。つまり、関係文が他動詞構文を持つなら
ば、「本を読む」時点と「本が私に興味を起こさせる」時点は同一であるが、再帰構文と
受動構文では、「本が私に興味を起こさせる」時点が「本を読む」時点より前に来ている
感じを受けるという。つまり、この２つの構文が使われる関係文では、EXP の心理状態
はすでに変化を蒙っているわけである。受動構文が状態を表すのは頷けるが、再帰構文も
同様の感覚を作り出すことが注目される。
　これらの構文の表す時間的な性質を確かめるため、「生徒達は注意深く聞いていた」の
後に続く「彼らはとても興味を持っていた」を表す文としてふさわしいものを尋ねた。
　Die Schüler horchten aufmerksam zu,...
　　　 ...und waren sehr interessiert. Eindeutig die beste Variante. 確実にこれが最も良
いヴァリアント。
　　　...und haben sich sehr interessiert.
　　　...und interessierten sich sehr.
　予測されたことではあったが、受動構文が再帰構文に比べて圧倒的に良いという答えが
得られた。再帰構文は現在完了形でも過去形でも適切ではないと判断された。
　以上、母語話者の直観から何が引き出せるかを例示した。まとめると、次のようになる。
　他動詞構文は、「完結した言説」と捉えられる。主語の ST が人間の場合はその人間全
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体ではなく、その業績などその人間の持つ一部の性質である。
　再帰構文は、主語である EXP の「権威」が強調される。主体的に ST に興味を向けて
いるので、「意志性」がある。
　受動構文は、主語である EXP の心理の「状態性」が強調される。主語の「意志性」は
あまり感じられない。
　もちろん、たった２人の母語話者の直観を問うただけであるので、ここで得られた結果
がこれらの構文の意味用法を正確に反映しているとは言い切れない。また、母語話者間で
意見が異なることもあることは確認されている。それでもなお、母語話者はその直観に基
づいてこれら３つの構文を使い分け、漠然とではあっても意味の違いを感じているのであ
る。
　一方、言語研究の目的が母語話者の直観を明らかにすることであっても、今、示したよ
うに母語話者に直接尋ねる方法で得られる情報には限りがある。通常、インフォーマント
テストでは、ミニマルペアを作成し、文の文法性を問う方法が採られる。この方法は、統
語的操作の可否を問う場合には効力を発するが、構文間の意味用法の差異を明らかにする
ことを目的とする場合には、決定的な証拠となりにくい。そもそも、どの構文を用いても
非文にはならないからである。
　それでは、母語話者が発話した文の総体といえるコーパスには、構文間の意味用法の差
異を明らかにする鍵が隠れているのだろうか。次節では、コーパスから得られる情報につ
いて述べる。
３．共起語頻度分析
　interessieren が使われる他動詞構文、再帰構文、受動構文の間に意味用法の差がある
とすれば、まず、それぞれの構文に共起する他の成分が異なるという想定ができる。ここ
で、清野（2009）で述べた心理動詞の共起語頻度分析のうち、interessieren に関して得
られた情報を述べる。IDS の COSMAS Ⅱの Web バージョン（https://cosmas2.ids-
mannheim.de/cosmas2-web/menu.home.do）の Recherche の機能から Archiv とし
て W-Archiv der gesprochenen Sprache を選択し、さらに Korpus としてはそこにある
すべて W-öﬀ entlich-alle öﬀ entlichen Korpora des Archivs W を選択した上で、in-
teressieren の各構文における共起語を調査した。EXP はすべて１人称単数である。つま
り、他動詞構文では、目的語として mich を含み、動詞の語尾として -t と -en の２つだけ
を許可するように検索した。つまり、interessieren ならば、［#interessiert mich］と
［#interessieren mich］の文字列を含むものを検索するわけである。これによって、他動
詞構文だけを選ぶことが可能になる。結果を得てから、検索語の前後３語を対象として共
起語分析（Konkurrenzanalyse）行った。機能語は分析から外した。
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他動詞構文：intressiert/en mich
再 帰 構 文：ich interessiere mich für...
LLR kumu. Häuf. Kookkurennzen syntagmatische Muster
2,122 67 67 nicht überhaupt 83% interessiert mich überhaupt nicht
119 52 nicht andere
94% alles | Alles andere ［...］ interessi-
ert mich nicht
124 5 nicht vorher
80% vorher war interessiert mich 
nicht
1,003 879 nicht 76% interessiert mich nicht
343 1,007 4 überhaupt eigentlich
50% interessiert mich eigentlich über-
haupt
1,018 11 überhaupt 100% interessiert mich...überhaupt
227 1,138 20 Geschwätz
100% Was interessiert mich mein Ge-
schwätz
115 1,120 82 sehr 73% interessiert mich sehr
109 1,129 9 andere 55% andere ［...］ interessiert mich...
87 1,138 9 brennend 66% interessiert mich brennend
LLR kumu. Häuf. Kookkurenzen syntagmatische Muster
□＋ 90 26 26 sehr 92% Ich interessiere mich sehr für
□＋ 23 30 4 Mode 100% Ich interessiere mich für Mode
□＋ 15 32 2 sowieso 100% interessiere mich sowieso
□＋ 14 71 39 nicht 92% Ich interessiere mich nicht für
□＋ 12 75 4 eigentlich 100% Ich interessiere mich eigentlich
□＋ 9 78 3 eben 100% Ich interessiere mich eben für
□＋ 7 82 4 Politik 100% Ich interessiere mich für Politik
□＋ 0 280 198
statistisch unspezi-
ﬁ sch
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受 動 構 文：ich bin an...interessiert
　これらの共起語は機械的に算出され、統計的に有意であることが証明されている。この
結果から、各構文間にどのような差があるかを考えてみる。
　まず目に付くのは、他動詞構文において否定語（nicht）が、１位から４位までを独占
していることである。IDS の共起語分析の特性で、統計的に有意に共起する２語は、単独
でカウントされるため、nicht と nicht eigentlich は別のものとしてランクインしている。
これらを併せてみると、interessieren の他動詞用法では、否定文の用いられる割合が、
程度を強める副詞（sehr など）の用いられる割合よりもはるかに多いことが分かる1)。普
通名詞では Geschwätz 「くだらないおしゃべり、戯れ言」のみが７位にランクインしてい
る。これも意味からして、否定文、もしくは、「そんな戯言が誰の興味を惹くというのか」
のような否定的な修辞疑問文で用いられていることは容易に確認できる。
　他動詞構文で否定語が多く使われることは、前節で行った母語話者の内省からは出て来
なかった事実である。しかし、他動詞構文が「完結した言説」という印象を与えるという
感覚と相互関係にあると推測できる。すなわち、他動詞構文は、第一義的に、主語である
ST が目的語である EXP にとって興味深いものであるかを述べるのであれば、当然、興
味をそそられないことも表現されるに違いないからである。これに対して、否定の nicht
は、再帰構文では４位に入っているが、他動詞構文で見られたような圧倒的な量ではない。
さらに、状態受動構文では nicht は見あたらない。再帰構文が主語の自主的な判断で興味
の対象を選んでいることを表すのならば、興味がないことを表現する必要性は下がると考
えられる。また、受動構文が主語である EXP の心理状態の持続を表現する構文であれば、
LLR kumu. Häuf. Kookkurennzen syntagmatische Muster
□＋ 79 26 26 sehr 80% Ich bin ［ich］ sehr interessiert|an
□＋ 53 29 3 Erzählerischen
100% Ich bin interessiert am Er-
zählerischen
□＋ 25 34 5 grundsätzlich 80% Ich bin ［...］ grundsätzlich
□＋ 20 39 5 überzeugt 100% Ich bin ［...］ überzeugt dass die
□＋ 15 43 4 natürlich 50% bin ich natürlich
□＋ 14 48 5 guten 100% Ich bin an einer|allen guten
□＋ 12 51 3 technischen 66% bin an technischen
□＋ 11 55 4 durchaus 100% bin ［...］ durchaus an
□＋ 9 58 3 Natürlich 100% Natürlich bin ich...
□＋ 9 61 3 Gespräche 66% Gespräche...bin
　　　　　　　　　　　　　　　　
1) ただし、これは否定文が肯定文より多いということを証明するものではない。否定文の標識として
nicht は機能するが、肯定文の標識になる要素はないからである。（機械的な）共起語分析の限界である。
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その否定形は使われにくいことも容易に推測できる。つまり、「EXP が持続的に ST に対
して興味を持っていない状態にある」と表現するよりも「ST は EXP に興味を起こさせ
る対象ではない」と表現した方が簡潔であるからだ。
　逆に、再帰構文、状態受動構文ともに sehr が共起語の１位であることが注目される。
両者ともに EXP を主語として、その心理状態を表示する。そのように、ある人間の心理
状態をとりたてて述べる場合は、強調の副詞を伴うのはごく自然であろう。
　他動詞構文は、ST の性質を述べ、再帰構文と受動構文が EXP の心理状態を述べるこ
とを補強する材料としては、否定語と強意の副詞の他に、共起語中の名詞がある。すでに
述べたように、他動詞構文における名詞の１位は Geschwätz であるが、これは再帰構文
にも状態受動構文にも現れない。戯れ言や無駄なおしゃべりに、再帰構文が表すような積
極的な興味を持つ人間はそう多くは存在しないのだろう。これに対し、Politik 「政治」は、
再帰構文の７位であるほか、表には掲載されていないが、他動詞構文の 13 位として現れる。
政治は、EXP に興味を起こさせる（または起こさせない） ST （原因）としても捉えるこ
とも、主体的に興味を持つ ST （対象）としても捉えることができるということである。
さらに、Mode 「モード」が再帰構文だけに現れることも興味深い。モード（ファッション）
は、人間には興味を起こさせるものというよりは、人間が自ら興味を抱く対象だというこ
とである。
　母語話者を対象としたインフォーマントテストでは、通常、あらかじめ提示した文例の
文法性や意味の相違を尋ねる。その結果、共起語の分布は母語話者の念頭に浮かばないか、
浮かんだとしても非常にあいまいなものになることは避けられない。コーパスから得られ
た情報によって、母語話者の直観を裏付けることが可能になるのである。
４．構文の使用状況
　これまで、interessieren が、他動詞構文、再帰構文、受動構文で使われた場合の意味
の相違を母語話者の直観とコーパスにおける共起語分析によって明らかしようと試みてき
たが、ここで、数的にみて、どの構文が優勢かを調査してみる。清野（2009）における
300 例の調査結果を ärgern 「怒らせる・怒る」、enttäuschen 「失望させる・する」、freuen 
「喜ばせる・喜ぶ」、überraschen 「驚かす・驚く」の構文の分布状況と比較しながら示す。
心理動詞の構文の割合
他動詞構文 再帰構文 状態受動構文
ärgern 81 219 0
enttäuschen 144 1 166
freuen 28 272 0
interessieren 89 92 109
überraschen 275 14 12
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　ここに示したように、interessieren だけが、再帰構文、他動詞構文、状態受動構文で
ほぼ３分の１ずつ使用されるという均等な分布を見せている。そもそも３つの構文ともに
持つのは他に überraschen だけで、それも他動詞構文が圧倒的である。ärgern と freuen
は再帰構文が優勢で、他に他動詞構文を持ち、受動構文は持たない。enttäuschen は他動
詞構文と状態受動構文がほぼ半々で、再帰構文は持たない。すでに述べているように、他
動詞構文は ST が主語で、再帰構文と受動構文は EXP が主語である。項の表示の原理か
らすると、他動詞構文ともう１つ、再帰構文か受動構文のどちらかを持てば十分である。
おそらくは動詞のアスペクトと結果性が作用して、EXP が主語のときに再帰構文と受動
構文のどちらかがデフォルトになると推測される。再帰構文を持つ ärgern と freuen は、
EXP の心理を状態して表示するには、それぞれ接頭辞（前つづり）の付いた verärgern, 
erfreuen の状態受動形の verärgert sein, erfreut sein が形容詞化されて用いられる。
　enttäuschen, überrschen は、再帰構文の持つ EXP の意志性を想定しにくいと考えられ
る。「失望する」と「驚く」という心理変化を主体的判断の結果引き起こすのは不自然だ
からである。そうすると EXP を主語とする構文は、必然的に「失望した」と「驚いた」
という結果状態の表示になるわけである。
　この点からして、再帰構文と受動構文がほぼ同じ割合で使用される interessieren は心
理動詞の中で例外的な存在なのである。
4.1.　STの表示
　interessieren は３つの構文のどれでも均等の割合で使用されることが確認できたが、
これ自体は、構文の意味用法の解明には何も寄与しない。せいぜい、どの構文を使用する
理由も均等に存在するというだけである。ここでは観点を変えて、コーパスの用例から、
ST、すなわち、興味の対象が項として表示されるかをやはり 300 例の分析から示してみる。
29
ドイツ語心理動詞の用法分析 ― interessieren を例に ―（清野）
他動詞構文では ST は主語として表示されるので当然ながら 100 パーセント出現する。そ
れに対し、再帰構文では für による前置詞句、状態受動構文では an による前置詞句で表
示されるので、統語的には必ずしも義務的補足成分とはいえない。
〈ST の表示〉
　再帰構文では、92 例中 90 例に für の前置詞句が存在する。表示がない例は次の２例だ
けである。
«In der Kanti wird einem immer wieder gesagt, man solle sich politisch interessieren 
und engagieren. カンティで常に言われるのは、政治に興味を持ち、参加することが求め
られているということである。（St. Galler Tagblatt, 10.01.2001）
Zuletzt haben sich die Pfadﬁ nder „verabschiedet“, die sich jahrelang mit einem sinnvol-
len Projekt um den Bahnhof Langenegg bemühten. Zuvor hatte sich auch das 
Bundesheer interessiert, doch waren diese Pläne mit Zurückhaltung behandelt worden. 
Jetzt interessiert sich ein Verein, der hier einen Raftingstützpunkt installieren will. 最後
に、長年にわたってランゲネック駅を巡る重要なプロジェクトに尽力したパイオニアたち
が「別れを告げた」。それ以前に連邦軍も興味を持っていた。しかし、これらのプランは
控えめに扱われた。現在は、ラフティング支援地点を構築しようとしている協会が興味を
示している。（V97/MAI.23504 Vorarlberger Nachrichten, 02.05.1997, S. Y16, Ressort: 
Heimat/Bregenz; „Unendliche Geschichte“ endlos）
　上の例では、politisch という形容詞が実質的に für Politik ということであるし、下の例
ではすぐ前にある Bahnhof Langenegg （または Projekt um den Bahnhof Langenegg）が
ST であることは明らかである。これらの例から、再帰構文においては ST の表示はほぼ
義務的と言っても良い。
　受動構文においては、義務的とまでは言えないものの、ST の出現率はやはり非常に高
い。これに対して、sich ärgern で über による〈対象〉の表示は 219 例中 113 例にとどま
り、残りの 106 例は表示が無い。つまり、「興味」を持つ場合は、対象を明示しないと表
現として成り立たないのに対し、「怒り」の場合は、対象は必ずしも表示しなくて良い。
これは「興味」と「怒り」という心理状態の差から出てくるのであろう。つまり、ある状
況に置かれれば誰しも怒りを持つということは十分あり得る。ST が必ずしもはっきりし
なくても、「なんとなくイライラする」ということは日常生活において誰しも経験するだ
ろう。それに対して、ST が明確でないのに「なんとなく興味がある」ということは考え
られない。「興味」を持つ場合、しかも、それを経験主の自発的な行為として表現する再
他動詞構文 89 例中 89 例（100%）
再帰構文（für） 92 例中 90 例（98%）
状態受動構文（an） 99 例中 87 例（88%）
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帰構文では、特定の ST を表示しない限り、その文が発話意図を持ち得ないのであろう。
4.2.　wer... の構文
　２．ですでに述べたように、「... である者」を表す wer で始まる副文において、母語話
者は再帰構文を用いるのが圧倒的に良いと判断する。これは、コーパスでの分布でも裏付
けられている。無作為に収集された再帰構文 92 例中９例が wer による副文である。それ
ほど現れやすいとも思えない wer... の構文が全用例中の１割を占めるのは特筆すべきであ
る。次のような例がある。
Wer sich für die Geschichte der ungarischen Juden während des Weltkrieges interessi-
ert, der kennt auch den Namen des Schweizer Vizekonsuls Carl Lutz. 世界大戦中のハン
ガリーユダヤ人の歴史に興味のある者は、スイスの副領事カール・ルッツの名前も知って
いるはずだ。（A97/NOV.33352 St. Galler Tagblatt, 04.11.1997, Ressort: TB-AKT （Abk.）; 
Ungarns Juden schätzen die Schweiz）
Motto: Wer sich für Fußball interessiert, muß ja Basketball noch lange keinen Korb ge-
ben. モットー：サッカーに興味がある者だからといって、バスケットボールを見捨てる
必要はない。
（P00/MAI.18403 Die Presse, 16.05.2000, Ressort: Sport; Wien ist anders und verlangt 
Events）
　これに対して、状態受動構文 109 例中１例しか，wer... の構文は存在しない。他動詞構
文では全く見あたらなかった。つまり、「あることに興味を持つものは ....」という文で表
すためには、興味は自発的に持つと表すのが自然であるから、再帰構文との親和性が高い
と言える。
　以上、interessieren の他動詞構文、再帰構文、受動構文の意味用法について、２．で
調査した母語話者の直観を裏付ける材料をこれまでコーパスに求めてきた。コーパスから
は、インフォーマントテストでは出てこない知見が得られる一方、その解釈が研究者の独
断に陥る危険性がある。やはり、両者はお互いに補いあうべきものである。
　これまでですでに多くの事柄が明らかになったが、具体的なコンテクストの中で、どの
構文が選択されるかを最後に述べる。
５．コンテクストにおける構文の選択
　母語話者に対する質問形式のインフォーマントテストおよびコーパス分析によって、構
文の意味用法はかなり明らかになるが、具体的なテクストにおいて、特定の構文がなぜ選
択されたかの理由を知ることはできない。著者自身に尋ねることは困難であるし、たとえ、
その機会に恵まれたとしても、理由を本人が答えられるかは疑問であるからだ。無意識的
な選択を意識的に理由づけるのは困難である。
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　そこで、特定の著書から、interessieren が使われる文を抜き出し、母語話者に、どの
構文が選択されるかをテストしてみた。インフォーマントは２．のＮとＣであるが、前回
の試験から１ヶ月ほど経った別の日時に行った。
　方法は、外国人学習者向けの易しいドイツ語テクスト（Die doppelte Paula）と、青少
年向きのミステリー（Die drei ??? und der magische Kreis）から、当該の文を抜き出し、
他の２つの構文を足して、３つの選択肢を作り、その中でどれを選択するかを答えてもら
い、かつ、その理由を述べて貰うことにした。その作業中は、ＮとＣの相談は禁止して、
最後に、お互いの意見を表明し合うことにした。
テスト１：Die doppelte Paula　二人のパウラ
問題文
Kunstlehrerin Iris Bach kommt von der Kasse zurück.
„So hier sind die Eintrittskarten. Passt bitte auf, ich wiederhole noch einmal die Auf-
gabe: Seht euch die Bilder an und von dem Bild, das euch am besten gefällt, macht ihr 
eine Zeichnung. Wir treﬀ en uns in eineinhalb Stunden wieder. Noch Fragen?“
„Wenn mir kein Bild gefällt, kann ich dann gleich nach Hause gehen?“
Olli grinst. Er ist 14 Jahre alt und Klassensprecher der 8b. Seine Hobbys sind Fußball, 
Inline-Skaten und Musik. .................................................
　美術の先生のイーリス・バッハが窓口から戻ってきた。
　「はい、ここに入場券があります。よく聞いてください。もう一度課題を繰り返します。
皆さんは絵をよく見て、一番気に入った絵をスケッチしてください。１時間半後に集合し
ます。質問ありますか？」
　「どの絵も気に入らなかったら、すぐにうちに帰ってもいいですか？」
オリはにやっとした。彼は 14 歳で、8b の学級委員だ。彼の趣味はサッカーとインライン・
スケートと音楽である。（美術には彼は全く興味がない。）
選択肢：
ａ．Kunst interessiert ihn überhaupt nicht.
ｂ．Er interessiert sich überhaupt nicht für Kunst.
ｃ．Er ist überhaupt nicht an Kunst interessiert.
Ｎの回答：
選択した文：ａ．Kunst interessiert ihn überhaupt nicht.
理　　　由：Dieser Satz steht im Kontext zu dem vorher Gesagten. Wir wissen nun, 
was er mag. Da es aber heute um Kunst geht, erfahren wir jetzt, was er nicht mag. 
Nämlich eben diese Kunst, weswegen die Betonung auf diese gelegt wird.
　この文がコンテクストで前述の事柄に対応する。私たちは、彼が何が好きかを知ってい
る。しかし、今日は美術の日なので、我々は彼が好きではないものを知ることになる。す
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なわち、それが美術であり、それゆえ、これに強調が置かれるのである。
Ｎの回答：
選択した文：ａ．Kunst interessiert ihn überhaupt nicht.
意　　　見：Der vorherige Satz hat mit „Musik“ geendet, es liegt nahe den kommen-
den Satz mit einem Nomen fortzusetzen, das zu „Musik“ eine Verbindung hat. Das er-
höht den Kontrast, die Abgrenzung. Die Betonung liegt auf den Hobbys.
Bei Variante zwei fehlt ein Übergang, eine Verbindung. Die beiden Sätze wirken zusam-
men sehr hart und die Verbindung beider Sätze ergibt sich erst am Ende （!） des zwei-
ten Satzes. Dort zeigt sich erst welche Gemeinsamkeit beide Sätze haben, warum sie 
zusammengehören ― es geht nämlich eigentlich um die Kunst. Warum also nicht die 
Kunst als Erstes erwähnen?
　前の文が「音楽」で終わっており、次の文は「音楽」と関連のある名詞で続くのが自然
である。それによってコントラストと区別が高まる。強調が趣味に置かれる。
　２の選択肢（Er interessiert sich überhaupt nicht für Kunst.）では、移行や関連が欠
ける。両文ともとても硬く聞こえ、両文の関連は２番目の文の最後（！）になって初めて
出てくる。そこで初めて、両文がどのような共通性を持っているのか、なぜそれらが一緒
になっているのかが示される。すなわち、美術ということである。つまり、なぜ美術を最
初に言わないのかということである。
　ＮもＣも迷うことなく選択肢 a. を選択した。オリジナルのテクストでも当然ながらこ
の Kunst interessiert ihn überhaupt nicht. という文であった。しかし、これは他動詞構
文だから選択されたのかは不明である。なぜなら、両者が挙げたのはテクストの結束性の
観点であるからだ。それまでに、Fußball, Inline-Skaten und Musik と登場人物 Olli の趣
味が並べられ、ここで、Kunst がそれらと対照されるので、次の文はこの語で始まらなけ
ればならないのである。筆者が作成した b. と c. の選択肢は Er で始まっているので、こ
れらは非常に妥当性を欠いていた。しかし、これによって、見落としていた重要な点が明
らかになった。他動詞構文は ST で始まるという当たり前のことである。テクストの結束
性から、問題となる対象物で文が始まるのが要求されるときに、それを唯一可能にするの
が他動詞構文なのである。再帰構文と受動構文でも、それぞれ für Kunst, an Kunst とい
う前置詞句を文頭に置くことはできる。しかしそれでも、最初の単語はそれぞれ前置詞で
あって、名詞 Kunst 自体は決して文頭に立ち得ない。構文の意味云々より以前に母語話
者は文のつながりからして、他動詞構文しかありえないと判断するわけである。
　テクストの結束性を考慮すると、当該の文が他動詞構文の場合、対応する再帰構文と受
動構文はどちらも不自然なものにならざるを得ないことが判明した。そこで、その不自然
さを最小限に抑えるために、関係文中に interessieren が他動詞構文で使われている例を
使って同様のテストを行った。再帰構文と受動構文が前置詞で始まるのは変わらないので
根本的な問題は解決しないが、名詞ではなく関係代名詞が続くので、文のつながりの不自
然さは少し解消され、それぞれの構文の意味用法が判断材料になると期待したからである。
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テスト２：Die drei ??? und der magische Kreis （３人の？？？と魔法サークル）
問題文：
„Ich habe Sie heute früh im Fernsehen gesehen“, sagte Justus. „Stimmt es, dass Miss 
Bainbridge sich niemals eine Sendung anschaut?“
„Ja, das stimmt“, sagte Gray. „Ich schaue mir das Programm an und berichte ihr von al-
len Neuigkeiten, ...................................................................................
　「私はあなたを今朝早くテレビで見ました」とユストゥスは言った。「ミス・バインブリッ
ジがテレビを決して観ないというのは本当ですか？」
　「ああ、本当だ」とグレイは言った。「私が番組を観て、彼女に、（彼女が興味を持ちそ
うな）ニュースをすべて伝えるのだ」。
選択肢：
ａ．die sie interessieren könnten.
ｂ．für die sie sich interessieren könnte.
ｃ．an denen sie interessiert sein könnte. 
Ｎの回答：
選択した文：ａ．die sie interessieren könnten.
意　　　見：Ich frage mich, ob diese Antwort dem Autor gestellt werden müsste, mit 
der Frage, welchen Schwerpunkt er legen wolle. A. bezeichnet ein stärkeres Interesse 
für die Neuigkeiten, denn eben diese interessieren sie. Wenn sie sich nur für die Neuig-
keit interessiert, dann ist es mehr das Thema und zeigt für mich schwächeres Interesse 
（das ist aber die pure Intuition）.
Wenn sie an den Neuigkeiten interessiert ist, dann weiß sie meistens schon einiges 
über das Thema und erfährt jetzt das Neueste （weiterhin pure Spekulation meiner-
seits）. Am Ehesten würden für mich in diesem Kontext a. und b. passen.
　この答えは、作者にどこに重点を置きたかったかと質問しなければならないかもしれな
いと思う。ａ．はニュースに強い興味を持っている、というのもそれが彼女に興味を起こ
させる（diese interessieren sie.）からだ。彼女がニュースに興味を持つならば（Wenn 
sie sich nur für die Neuigkeit interessiert）、それはむしろテーマであって、私には弱い
興味になる（しかし、これは単なる直観に過ぎない）。もし、彼女がニュースに興味を持っ
ているならば（Wenn sie an den Neuigkeiten interessiert ist）、彼女は少なくとも少しは
そのテーマについて知っており、今、最新の情報を得ることになる（これも私の単なる推
測）。私にはこのコンテクストでは a. と b. が一番合うと思われる。
Ｃの回答：
選択した文：ａ．die sie interessieren könnten.
意　　　見：Der Kontext scheint sehr einfach zu sein, sprich, es geht hier um keine 
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schwer verständliche Tatsache, daher sollte das auch in der Grammatik widergespiegelt 
werden.
Die anderen Varianten sind jedoch genau richtig, wirken aber länger und umständlich-
er.
　コンテクストは非常に簡単だと思われる。すなわち、ここでは理解が難しい事実が問題
になっているのではない。そのため、これが文法にも反映されなければならない。
　しかし、他の選択肢も完全に正しい。ただ、長くて面倒に思われる。
　ＮもＣも他動構文を最終的に選択したのは同じであるが、理由が異なる。Ｎは構文の意
味を考え、他動詞構文が興味を引き起こす度合いが高く、再帰構文は低くなるから、その
判断は作者に尋ねるしかないと言っている。受動構文を使うと、ニュースについて少しは
知っているということになるので、このコンテクストには合わないということになる。し
かし、これは単なる直観ということである。最終的にはａ．を選択している。オリジナル
のテクストでもやはり他動詞構文である。
　Ｃの意見は非常に簡単である。簡単な事柄なのだから、一番短い他動詞構文を使え、他
の構文は長くて面倒くさい、というわけである。母語話者の直観を説明してもらうと、往々
にしてこのような答えが返ってくる。今回のテストでも、他動詞構文が一番短くて単純と
いうことが判断基準として何度も出てきた。確かにそれはその通りなのであるが、その裏
側にどのような直観のメカニズムが働いているかを知りたいところである。
　いずれにせよ、最終的には、両者ともオリジナルのテクストと同じ構文を選択するので
あるから、やはり母語話者の直観的な判断は一致するのである。
　今回は、両方ともオリジナルのテクストで他動詞構文になっているものを尋ねたが、再
帰構文と受動構文の例も尋ねる必要がある。それは今後の課題としたい。
６．結語
　以上、母語話者の直観を説明してもらう方法とコーパスの資料から引き出せる事実を組
み合わせて、interessieren が構文によってどのような意味用法を持つかを探った。他動
詞構文は ST が EXP にとって「興味深いもの」であるという属性を表す。再帰構文は
EXP が主体的に自らの興味を ST に向けることを表す。受動構文は EXP の心理を「状態」
として表す。つまり、項をどのように配置するかという構文のイコニシティから、その意
味用法は規定されると言えるようである。
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